
ＨＰＶワクチン接種でＨＰＶの感染を最大９０％予防

HPV（ヒトパピローマウイルス）の感染が原因で起こると言われているがんです。
日本では毎年、約１１，０００人が子宮頸がんになり、約２，９００人が亡くなっ
ています。３０歳代までにがんの治療で子宮を失ってしまう（妊娠できなくなって
しまう）人も、１年間に約１，０００人います。早期発見・治療で子宮を温存でき
たとしても、出産時のリスクが上がります。

詳しくは、松山市ホームページへ→ → →
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知っていますか？
ＨＰＶワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）
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無料でＨＰＶワクチンを接種できるのは
小学校６年～高校１年相当の年齢の女性だけ！
令和７年３月３１日までは、特例で平成９年４月
２日～平成１９年４月１日生まれの女性も無料！

無料期間が終わると、接種には、最大約１０万円
を自分で支払うことになります。

接種は2～3回、接種完了まで約半年かかります。
無料期間内に接種を完了するために、早めの接種開始をお勧めします。

今ならワクチン接種が無料



ＨＰＶワクチンは２価、４価、９価の３種類。
２価、４価のワクチンは子宮頸がんの原因の５０～７０％を防ぎます。
９価のワクチンは、子宮頸がんの原因の８０～９０％を防ぎます。
ＨＰＶの感染を防ぐだけでなく、がんそのものを予防する効果がある
こともわかってきています。

ワクチンの効果

ＷＨＯ（世界保健機関）も接種を推進！
2022年12月時点で、120か国以上で公的な予防接種が
行われています。カナダ、イギリス、オーストラリア
などでは接種率が8割を超えています。
ＷＨＯは、2030年までに90％以上の女性が15歳まで
にワクチンを接種することを推奨しています。

世界では接種が進んでいる

愛媛県では、愛媛大学医学部附属病院が、ワクチン接種後に生じ
た様々な症状に対応する協力医療機関となっています。
接種後に体調の変化や気になる症状が現れたら、接種した病院や
かかりつけ医に相談してください。必要に応じて協力医療機関に
つないでくれます。

安心して接種できる体制

松山市保健所 保健予防課 予防接種担当 089-911-1858
令和５年１１月作成

相談やお問い合せ先

ワクチンの接種を受けた後に、接種を受けた部位の痛みや腫れ、赤み
などの症状が起こることがあります。まれにですが、重い症状が起こ
ることがあります。

ワクチン接種後に現れる可能性のある症状
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